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よ
り
迅
速
な
消
防
・

救
急
医
療
活
動
が
可
能
に

湖
北
地
域
消
防
本
部

警
防
課
　
課
長

柏
本
　
正
男
さ
ん

火
災
な
ど
の
災
害
時
に
、
消
防
活
動
や
救
急
医
療
活
動

を
迅
速
に
行
う
た
め
に
、
一
般
道
で
の
渋
滞
を
避
け
、
高

速
道
路
を
利
用
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
長
浜
Ｉ
Ｃ
と
木

之
本
Ｉ
Ｃ
の
ち
ょ
う
ど
中
間
地
点
に
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
が
で

き
る
と
、
そ
こ
で
の
乗
り
降
り
が
可
能
に
な
り
、
よ
り
迅

速
か
つ
効
率
的
な
消
防
・
救
急
医
療
活
動
が
可
能
に
な
り

ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
市
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
消

防
・
救
急
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
が
大
変
期
待
で
き
ま
す
。

■問秘書室（7６５－６５０１）、道路河川課（7６５－６５３１）

Ｉ
Ｃ
を
降
り
た
先
に
『
期
待
』
を
仕
掛
け
る

奥
び
わ
湖
観
光
協
会
　
会
長
　
林
　
源
栄
さ
ん

観
光
に
携
わ
る
者
と
し
て
、
こ
の
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
が
実

現
す
る
こ
と
を
喜
ば
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
Ｉ
Ｃ
が
で
き
る
と
、
南
北
へ
向
か
う
観
光
ル
ー
ト

の
案
内
は
大
変
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
車
が
動
く

と
い
う
こ
と
は
、
人
が
動
く
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ

は
お
金
が
動
く
と
い
う
こ
と
な
の
で
、
経
済
の
活
性
化
も

期
待
で
き
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
仕
掛
け
に
よ
り
ま
す
が
、

こ
の
Ｉ
Ｃ
を
降
り
る
と
何

か
あ
る
と
い
う
期
待
感
を

お
客
さ
ん
に
持
っ
て
も
ら

え
る
よ
う
な
拠
点
づ
く
り

を
め
ざ
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
に
よ
る
地
域
経
済
活
性
化
に
期
待

湖
北
町
商
工
会
　
会
長
　
山
本
　
清
蔵
さ
ん

新
た
な
ま
ち
づ
く
り
拠
点
と
し
て
の
期
待
を
胸
に
、
長

年
要
望
を
し
て
き
ま
し
た
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
が
決
定
し
た
こ

と
を
た
い
へ
ん
喜
ば
し
く
思
い
ま
す
。

Ｉ
Ｃ
が
で
き
る
こ
の
地
に
は
、
小
谷
城
跡
が
あ
り
ま
す
。

昨
年
の
大
河
ド
ラ
マ
に
よ
る
知
名
度
を
強
み
に
、
戦
国
ス

ポ
ッ
ト
と
合
わ
せ
た
観
光
、
観
光
を
組
み
合
わ
せ
た
農

業
・
農
村
振
興
や
新
た
な

企
業
の
誘
致
な
ど
、
様
々

な
仕
掛
け
に
よ
る
地
域
経

済
活
性
化
が
期
待
で
き
る

と
思
っ
て
い
ま
す
。

浅
井
三
姉
妹
の

ふ
る
さ
と
を
全
国
へ

小
谷
城
址
保
勝
会

事
務
局
長

柴
垣
　
勇
さ
ん

新
し
く
設
置
さ
れ
る
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
に
「
小
谷
城
」
と

い
う
名
が
正
式
に
つ
け
ば
、
こ
の
地
が
浅
井
三
姉
妹
の
ふ

る
さ
と
で
あ
る
こ
と
を
皆
さ
ん
に
知
っ
て
も
ら
え
る
と
嬉

し
く
思
っ
て
い
ま
す
。
全
国
か
ら
多
く
の
人
に
お
越
し
い

た
だ
き
、
湖
北
の
地
に
あ
る
歴
史
・
文
化
遺
産
な
ど
本
物

の
お
宝
に
ふ
れ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

観
光
面
だ
け
で
な
く
、
産
業
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
分
野
が

活
性
化
し
、
元
気
な
長
浜
市
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

（仮称）小谷城スマートＩＣ

に寄せる思い
（仮称）小谷城スマートＩＣ整備決定を受け、市は「（仮称）小谷城スマートイン

ターチェンジ利活用方策検討委員会」を設置し、同ＩＣを活用した新しいまちづく

りや地域間交流・連携などにより地域の活性化方策やスマートＩＣの利用向上を図

るための方策を検討していきます。

■構成予定メンバー　
国土交通省近畿地方整備局、滋賀県、経済団体、観光協会、流通団体、学識経験者、長浜市など

■内容　
スマートICの利活用を検討し、その方策を必要に応じて市長や関係機関に報告します。

■スケジュール

スマートＩＣ利活用方策
検討委員会を設置します

市長 
コラム　 
市長 
コラム　 2424「(

仮
称)

小
谷
城
ス
マ
ー
ト
　

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
」

夢
と
希
望
の
ま
ち
づ
く
り

市
内
を
南
北
に
走
る
「
北
陸
自
動

車
道
」
は
日
本
の
大
動
脈
の
ひ
と
つ

で
す
。
米
原
か
ら
新
潟
ま
で
を
つ
な

ぐ
こ
の
道
の
開
通
に
よ
り
、
日
本
海

側
の
高
速
国
道
時
代
を
迎
え
ま
し
た
。

昭
和
55
年
に
湖
北
地
域
で
長
浜
、

木
之
本
、
米
原
の
３
か
所
に
イ
ン
タ

ー
チ
ェ
ン
ジ
が
設
置
さ
れ
て
以
来
、

37
年
ぶ
り
に
新
し
い
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
を
設
置
す
る
こ
と
が
国
土
交
通

大
臣
よ
り
許
可
さ
れ
ま
し
た
。（
平
成

24
年
４
月
17
日
付
）

設
置
場
所
は
、
小
谷
山
の
麓
、
湖

北
町
山
脇
で
、
14
キ
ロ
あ
る
長
浜
イ

ン
タ
ー
と
木
之
本
イ
ン
タ
ー
の
ち
ょ

う
ど
中
間
地
点
で
す
。
こ
の
イ
ン
タ

ー
は
県
道
・
郷
野
湖
北
線
、
県
道
・

丁
野
虎
姫
長
浜
線
と
連
結
し
ま
す
。

新
イ
ン
タ
ー
の
名
前
は
「
小
谷
城

ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
（
仮

称
）」
で
す
。
全
国
の
数
あ
る
イ
ン
タ

ー
の
中
で
「
城
」
の
名
前
が
付
け
ら

れ
た
の
は
唯
一
こ
こ
だ
け
で
、
わ
が

故
郷
の
誇
り
で
す
。
お
り
し
も
、
昨

年
は
、
大
河
ド
ラ
マ
「
江
〜
姫
た
ち

の
戦
国
」
で
長
浜
・
小
谷
城
が
舞
台

と
な
り
全
国
に
そ
の
名
を
馳
せ
た
だ

け
に
、
素
晴
ら
し
い
名
称
だ
と
考
え

て
い
ま
す
。

新
イ
ン
タ
ー
は
24
時
間
利
用
可
能

で
す
。
た
だ
し
Ｅ
Ｔ
Ｃ
専
用
施
設
で

あ
り
、
車
両
に
Ｅ
Ｔ
Ｃ
の
搭
載
が
不

可
欠
で
す
。
福
井
方
面
、
米
原
方
面

の
い
ず
れ
も
乗
り
降
り
可
能
。
一
日

の
計
画
交
通
量
は
２
千
台
。
全
事
業

費
は
33
億
円
で
、
大
半
が
国
、
県
、

中
日
本
高
速
道
路
（
株
）
が
負
担
し
、

市
の
負
担
は
数
パ
ー
セ
ン
ト
の
予
定

で
す
。
平
成
28
年
度
供
用
開
始
が
目

標
で
す
。

新
し
い
イ
ン
タ
ー
の
設
置
は
、
市

民
の
皆
さ
ん
の
毎
日
の
生
活
を
向
上

さ
せ
、
観
光
振
興
、
企
業
の
物
流
促

進
、
工
場
誘
致
等
が
期
待
で
き
、
未

来
に
向
け
て
力
強
い
郷
土
を
作
る
チ

ャ
ン
ス
だ
と
思
い
ま
す
。
イ
ン
タ
ー

利
活
用
検
討
委
員
会
を
立
ち
上
げ
地

域
活
性
化
策
を
皆
さ
ん
と
共
に
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

こ
の
イ
ン
タ
ー
は
、
私
の
衆
議
院

議
員
時
代
か
ら
の
構
想
で
、
６
年
の

月
日
と
粘
り
強
い
交
渉
で
、
ま
さ
に

「
政
治
は
夢
の
実
現
」
を
果
た
し
た
思

い
で
す
。

※至誠通天
誠を尽くせば天が
味方してくれること

（仮称）小谷城スマートＩＣ

に寄せる思い

平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度

利活用方策報告
スマートＩＣ
供用開始（予定）

利活用方策検討

委員会設置

調査


